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要旨 

 

稿者は中国で大学を卒業し、日系企業に勤務したことがある。当時の新入社員の研修は

一ヶ月ほどであった。その内容はビジネス日本語を含め、ビジネスマナーや日本企業の文化

についての、トレーニングであった。その時、学校で「敬意表現」について習ったにもかかわら

ず、現場では運用ができず悩んだ経験がある。また近年、日本で大学を卒業し、日本国内の

企業に就職する中国人の留学生が増えている。日本での就業を希望する元留学生は大学を

卒業し、学んできたことを活かして働いているが、母語ではない外国語である日本語を用いて

仕事をしていることにより、文化的背景等の違いから生ずるコミュニケーション摩擦に直面して

いると考えられる。そんな中、日本の社会での円滑な自己実現に必要なコミュニケーション能

力を養いたいという願望が強まっているとも考えられる。そしてコミュニケーションの障害を招く

一つの原因として待遇表現能力が問われると考える。以上のことを踏まえ、日本の企業で勤

務している中国人の待遇表現観を調査するに至った。 

本稿での職場における待遇表現の理論上の拠りどころは蒲谷・川口・坂本（1996）とし、その

定義に従い、待遇表現とは「相手や場面に配慮して使い分ける言葉遣い」とする。 

本研究では、まず、待遇表現の定義を整理し、中国語と日本語の待遇表現の異同を明示

した上で、実際に日本の企業で働いている中国人の待遇表現観にはどのような側面が見られ

るかを調査した。そのため、まず調査 1 で許可求めの場面を設定し、中国出身で、日本の大

学を卒業し、2007 年度に日本国内の会社に就職した入社初年度の中国人調査協力者

CFY1 にロールプレイ調査を行った。そのロールプレイをネイティブスピーカーJFA2 に聞かせ、

インタビューを行った。インタビュー結果に基づき、ロールプレイを行った中国人協力者 CFY1

にフィードバックを行うことで、日中の意識のずれを浮き彫りにすることを試みた。その結果を踏

まえて調査 2 では調査 1 で浮き彫りになった両者の待遇表現観のずれを基に、現在日本の企

業で働いている中国人協力者 5 人に対面待遇表現観インタビューを行った。インタビューでは、

それぞれの中国人協力者の職場での経験を語ってもらうことで、敬意意識を調査した。つまり

本論文は、日本の職場における中国人の許可求め表現を一つの切り口に、日本人と日本語

で接触する中国人の待遇表現観を探ったものである。その結果をもとに、コミュニケーション上

摩擦が生じる要因を探り、具体例を示していくことで、その解決法についても提言を試みた。 

調査 1 では、中国人協力者 CFY1 と日本人協力者 JFA2 両者の間で、謝罪をめぐる表現や

日本の企業文化の理解の面で意識のずれがあることが見られた。日本への長年の留学の後

日本企業に勤務する CFY1 の仕事上の経験から、日中の架け橋になって役割をはたしていく

ためには、日本の企業に対応していくだけではなく、日本と中国の間での調整能力も求められ

ることもうかがえた。このような調査 1 の結果を受け、調査 2 の対面インタビュー調査では仕事

場での経験を自由に語ってもらうことも含め、中国人の待遇表現観の特徴を導き出せるよう心

がけた。 

調査 2 の結果、まず調査協力者を取り巻く環境、目的、意欲、能力が多様化していることが

観察された。また調査結果から、職場で求められる能力もさまざまであり、仕事に支障がないよ

うに意味が通じればよいとする協力者（CFC5）もいれば、サービス業であるため、相手に失礼

にならないように言語面を重視している職場もあった（CFM8）。しかし、調査協力者の中で、共

通に見られる意識もあった。たとえば、物事をはっきり言い、正直な気持ちを伝えることと、それ



を内省している点である。そして、謝罪をめぐる表現では中国人と日本人との間の意識のずれ

が明らかになった。また、中国と関連がある仕事をしている CFY1、CFC5、CFM8 が、日本の会

社側が中国現地の状況に詳しくないことを踏まえて、少しでも日本側に理解してもらうよう働き

かけていることや、中国人でありながら日本の会社の仕事をしていることによって、中国現地と

のやり取りのなかでの微妙な立場を保ちながら、双方の利害を調整していく能力が必要となる

ことがわかった。 

一方、中国人の待遇表現観の特徴を調査するにあたり、日本の職場がテーマであるにもか

かわらず、評価者の立場でこの調査に関する意見をもらえたのが、いかに日本語使用への感

覚が鋭いとはいえ、日本語教師の JFA2 だけであった点や、中国人側の調査人数が少ないこ

とにより個人差が強く現れ、全体を把握することができなかったことは、反省すべき点である。ま

た、調査 1 のロールプレイによる調査では、できる限り、自然の会話に近づくように工夫はした

ものの、ロールプレイによる調査の限界も深く感じており、今後の研究で注意するべきことと実

感した。また、今回の調査は、中国人調査協力者の立場からのみの意識調査であり、彼らと同

じ職場の同僚、上司や後輩の日本人からの調査ができなかったため、客観性も不足すると認

識しており、今後の反省材料にしたいと考えている。 

本稿では、6 人の調査協力者の待遇表現観の特徴を追ってきたが、今後の課題として、機

会があれば、日本の企業側から見た中国人の待遇表現観についても調査をすることで、職場

で働く上で日中の架け橋として求められる能力についてより深く探っていければと思う。また、

日本の企業で働いている元留学生に求められる能力だけではなく、企業側の日本人社員の

異文化理解の面でも研究する課題が残っていると考える。 
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